
 

 

 

 

 
 

『 実りの秋の 大収穫 』                      

芸術に、スポーツに、本校生徒の活躍の数々を、後掲ページでご覧ください。 

９月２１日には練馬総合運動場公園陸上競技場で「 第６２回練馬区中学校総合体育大会

（連合陸上）」が開催され、本校代表選手団が、女子優勝、男子優勝、総合優勝という快挙

を成し遂げました。 

 本大会は６２年の歴史があり、トラックとフィールドの各競技における得点の累計により

順位を決定するもので、選手一人一人が仲間と共に、自分のもてる力を精一杯に出し切っ

た、その頑張りの集大成として勝ち得た大きな成果です。また、選手としてだけでなく、補

助員としてもしっかりと責任を果たしたことも、大いに褒めてしかるべきことです。 

開四中のすてきな仲間たちを、頼もしく、誇りに思います。 

よくやりました！ おめでとう！ 

『 もう一度、手洗い・うがい・手指消毒を 』 

 ９月２４日に、校医・学校薬剤師の方々にお越しいただき、管理職・養護教諭・栄養士・

食育担当・ＰＴＡ代表と共に「 学校保健委員会 」を開催いたしました。 

 その際、校医の先生から、感染症についての情報提供がございました。 

 直近では、一日のうちに６名の検査を実施したところ、３名が新型コロナ、１名がインフ

ルエンザであったとのことです。いつ、どこでかかるか分からない状況は依然としてあり、

そうした中、これまでの感染症対策を継続することが必要かつ有効であるとのアドバイスを

いただきました。 

 ２学期早々の修学旅行に、１年生の校外学習も無事に終え、この後、２年生の職場体験、

全校合唱コンクールといった大きな行事を控え、また、３年生は進路への取組がいよいよ本

格化してきます。季節の変わり目を迎え、急に涼しくなったと思ったら、また猛暑がぶり返

しそうだとの予報も出ております。自分と他者の健康と安全を守り、いずれも万全の体調で

臨むために、今一度、感染症対策を日常生活の中に取り入れ直しましょう。 
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『 ＳＮＳの規制強化 日本にも 』 

 すでに広く報道されておりますが、米国のメタ（旧フェイスブック）が、ＳＮＳのインス

タグラムで１８歳未満の利用制限を行うことを公表しました。米国ではかねてより、未成年

者が見知らぬ大人とＳＮＳを介してつながり、被害にあう事件が社会問題化しており、国と

して、民間企業である大手５社に対して、未成年者保護のための対策強化を求めてきた経緯

があり、今回、企業側が求めに応じたということです。 

 かつて、アメリカで起こったことは１０年後に日本で起こると言われていました。今は、

同時進行です。先述した、未成年者が被害者となる事件は、日本でも多発、増加している現

状は、皆様もご存じのとおりです。 

 その昔、勤めていた中学校でのことです。相談があると言ってきた生徒が顔面蒼白で示し

たＰＨＳのメール画面には「 パケット通信料８５０万円 」という文字が表示されていまし

た。「 どうしよう、親に怒られる。」と泣いていた顔をよく覚えています。今から２５年ほ

ど前、ポケベルからＰＨＳに移行した頃のことです。（この件については、大事には至りま

せんでした。）時代はあっという間にケータイからスマホへと移り変わりましたが、手にし

た端末の向こうに潜む悪意と、被害者として狙われる子供たちの構図は、四半世紀をへても

変わらず、むしろ悪質化、凶悪化の一途を辿っているといっても決して言い過ぎではないで

しょう。言葉巧みに子供たちを狙う手口はより巧妙となり、対する子供たちの分別の育ち具

合は、昔も今も変わりません。ＩＴは急速に進化していますが、同じ速度で子供の危機管理

能力が高まっていくことなどあり得ません。なにしろ分別を弁えているはずの大人が多く詐

欺被害に遭っている現状を鑑みれば、況んや子供をや、です。そうした社会情勢にあって、

虎視眈々と被害者を狙う目が、どこかの誰かのことではなく、すぐそばにいる子供たちのポ

ケットの中で光っていることを想像するだに、背筋が寒くなります。 

 先のメタの対応については、来年１月から日本でも適用されるとのことですが、それで万

事解決ということにはなりません。目の前の画面から、あるいはスピーカーから、悪意を巧

妙に隠した何者かが直接接触してくることの危険から子供を守れるのは、保護者しかいませ

ん。 

 制度が規定されたから、安全が確保されたのではないということを、この機会に改めて考

えるとともに、今一度、お子様のスマホの使い方について、家族できちんと話し合う機会を

もってください。 

 子供たちが分別のつくようになるまで、守り育てるのは、大人の責任であり、ことスマ

ホ・ＳＮＳに関しては、その責任は、機器を貸し与える保護者が果たすものです。 

 開四中地域の子供たちの健全な育成のために、２学期も、保護者、地域の皆様の引き続き

のご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 



『 ボッチャ寄贈 』 

 ６月に実施した道徳授業地区公開講座で講師をお勤めくださった大澤十三様より、本校に

ボッチャ一式をご寄贈いただきました。皆で楽しみながら多様性の理解を深められるスポー

ツとして、活用させていただきます。 

ありがとうございました。 


